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九
州
史
學
含
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
（
祭
日
）
午

後
一
時
よ
り
秋
期
例
會
を
法
文
學
部
稚
内
簾
二
畢
生
築
含
所
に

開
催
。
秋
晴
れ
の
好
天
無
に
め
ぐ
ま
れ
來
含
す
る
も
の
多
数
で

盛
大
で
あ
っ
た
。
講
演
題
目
は
左
の
如
し
。

一
、
五
代
の
武
人
政
治
と
都
市
行
政

助
敦
授
日
野
淵
三
郎
氏

一
、
切
支
丹
史
料
一
二
に
就
い
て数

授
長
沼
墜
海
氏

尚
午
後
五
時
よ
り
醤
學
部
内
悪
愛
竹
舘
階
上
食
堂
に
晩
餐
命
を

開
催
。
席
上
史
淵
露
二
十
六
職
（
昭
和
十
六
年
十
一
月
刊
）
を

會
員
に
配
布
共
他
一
三
の
新
入
衡
貝
も
あ
り
、
和
無
蛎
為
裡
に

研
究
發
表
を
行
ひ
右
意
義
な
る
催
で
あ
っ
た
。

鈴
木
》
止
一

。
●

桧
断
と
は
刑
事
事
件
に
つ
き
寺
務
・
門
跡
か
ら
謎
さ
れ
る
零

使
の
調
査
諺
或
は
六
方
・
衆
中
・
講
衆
等
が
犯
人
の
佐
屋
へ
進

蕊
報

九
州
史
學
含

楡
断
を
中
心
と
し
て
見
た
る

興
禰
寺
講
衆
に
つ
い
て

1

彙
報

『

１
１

護
Ｌ
、
検
討
や
破
却
を
す
る
も
そ
れ
ら
を
總
括
し
て
稔
断
と
云

っ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
検
断
に
就
て
は
南
都
の
地
域
を
大
乗
院

領
・
一
乘
院
弧
・
寺
門
微
の
外
に
寺
中
・
趾
頭
の
二
つ
を
加
へ

て
五
地
域
に
分
け
て
考
へ
、
る
の
が
至
術
で
あ
る
と
凪
ふ
。

誹
衆
と
は
種
々
の
誹
問
を
開
い
て
宗
學
の
研
究
を
行
ふ
も
の

で
大
僧
正
・
僧
正
以
下
僧
都
・
法
眼
・
律
師
な
ど
誰
問
に
参
加

す
る
伶
侶
の
凡
て
を
言
ふ
。
誰
衆
は
上
繭
・
中
脳
・
下
箙
の
三

階
級
に
分
れ
て
ゐ
て
、
年
を
紙
て
昇
進
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
。
こ
の
言
は
営
學
問
備
の
閲
艘
で
あ
る
誰
衆
は
反
面
に
於

て
南
都
に
於
け
る
刑
事
々
件
に
つ
い
て
蛙
起
・
罪
科
・
進
發
を

行
っ
て
ゐ
る
。
斯
様
な
武
力
的
な
蕃
察
治
動
を
施
接
に
學
問
僧

た
る
誰
衆
が
行
っ
た
も
の
と
は
老
へ
ら
れ
な
い
虚
で
あ
る
が
、

疵
は
誰
衆
の
蛾
下
級
た
る
下
砿
分
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
群
衆
進
發
」
と
い
ふ
は
那
蹴
上
「
下
蛎
分
池
發
」
に
外
な
ら

な
い
（
こ
上
に
下
繭
分
に
つ
い
て
の
説
明
あ
る
も
打
略
）
雑
率

記
に
は
、
三
十
大
犯
（
兄
亜
・
初
鹿
・
誹
衆
に
對
す
る
犯
罪
）

が
起
き
た
時
に
は
、
上
臘
集
含
に
よ
っ
て
郡
件
の
糺
明
が
行
は

れ
、
そ
れ
を
中
脳
集
称
に
僻
へ
、
中
蛎
集
含
は
又
糺
明
を
行
ひ

下
箙
分
に
命
じ
て
迩
發
せ
し
め
る
。
こ
れ
を
誹
衆
集
愈
と
い
ふ

と
あ
る
。
然
し
燕
査
上
は
こ
の
手
紙
は
疵
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
で

疵
際
的
武
力
を
も
つ
下
萠
分
は
軍
獅
に
下
蛎
分
雄
竹
を
開
き
、

上
繭
・
中
脳
の
誹
衆
の
築
衡
評
定
を
經
な
い
で
、
自
ら
諦
衆
と

稲
し
て
検
断
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
故
に
誰
衆
の
蜂
起
・
築
含

一
五
七

、
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弛
謹
は
下
瓶
分
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
斯
様
な
洲
係
は
誰
衆
と
下

繭
分
の
二
つ
の
名
跡
の
混
同
を
米
し
易
く
、
雑
郡
記
に
は
屡
を

そ
れ
が
況
川
さ
れ
て
ゐ
る
。

●

次
に
誹
衆
は
同
じ
く
南
都
の
治
安
維
持
に
備
っ
て
ゐ
た
衆
中

と
そ
の
検
断
椛
に
つ
き
、
唾
を
衝
突
し
紛
戦
を
惹
起
し
て
ゐ
る
。

既
に
晒
永
の
頃
か
ら
そ
の
躯
ひ
が
あ
り
、
爾
来
枚
畢
に
進
な
い

程
で
あ
る
が
、
岬
は
に
戦
闘
に
迄
及
ん
だ
郡
も
あ
っ
た
。
か
坐

る
紛
争
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
雨
者
の
検
断
椛
に
つ
い
て
の

關
係
が
板
雑
で
、
明
確
な
規
定
が
な
か
っ
た
郡
を
罪
げ
る
躯
が

出
来
る
。
或
は
誹
衆
は
検
噺
椛
の
一
部
を
衆
中
に
識
っ
て
、
對

立
の
綏
和
を
計
ら
ん
と
し
た
が
、
そ
の
安
協
が
成
立
し
な
か
っ

た
郡
を
見
れ
ば
、
雨
者
は
蛾
後
迄
抗
争
す
・
へ
き
迩
命
を
持
っ
て

ゐ
た
と
云
へ
る
で
あ
ら
う
。
．

次
に
こ
れ
ら
紛
争
の
事
件
を
通
じ
て
誹
衆
の
検
断
椛
の
及
ぶ

範
困
は
本
来
如
何
で
あ
っ
た
か
、
椛
限
の
原
則
的
な
も
の
を
探

っ
て
み
る
事
と
す
る
。
雨
者
が
検
断
椛
に
つ
い
て
紛
争
を
起
し

て
ゐ
る
の
は
肚
頭
と
寺
中
に
發
生
せ
る
匁
傷
殺
害
郡
件
・
盗
人

事
件
に
於
て
で
あ
る
。
こ
の
範
個
に
於
て
識
衆
は
、
牡
頭
及
び

寺
中
に
於
け
る
匁
傷
殺
害
那
件
と
吐
頭
に
於
け
る
漉
人
事
件
を

検
断
し
ぬ
衆
中
は
寺
中
及
び
肚
頭
に
於
け
る
溢
人
郵
件
を
椎
断

す
る
。
牡
頭
に
於
け
る
盗
人
郭
件
に
は
雨
者
の
検
断
が
行
は
れ

る
課
で
あ
る
が
そ
れ
に
は
仕
事
の
分
撫
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

そ
れ
は
祇
頭
盗
人
様
断
の
事
例
か
ら
蹄
納
的
に
老
へ
る
と
の
誰 １

１

一
五
八

衆
は
犯
人
の
住
躍
進
金
に
糊
リ
、
衆
中
は
犯
人
の
辿
抽
、
判
間

断
頭
の
庭
糊
な
ど
を
行
っ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
価
し
こ
れ
に
は

秋
枇
的
な
誰
撫
が
な
く
、
叩
な
る
推
論
の
域
を
脱
し
な
い
。
猶

誰
衆
の
検
断
と
寺
務
・
凹
跡
と
の
關
係
、
或
は
そ
の
下
剋
上
に

就
て
も
述
今
へ
た
い
が
昨
川
の
關
係
上
割
愛
す
る
燕
と
す
る
。

］
：
ロ
ロ
．
ｚ
氏
〕
冒
旦
戸
の
茸
巨
両
目
８
℃
の
鼻
昏
①

自
首
①
旦
昏
①
詞
亀
○
司
日
昌
○
口
（
８
．
一
望
甲
８
・
顧
台
）
．

（
弓
冨
］
Ｏ
冒
巨
巴
昌
、
○
房
園
一
両
８
口
○
日
弱
・
ぐ
巳
．

ｘ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｑ
濃
ｃ
ｚ
ｏ
．
］
（
甸
呂
昌
亀
）
ロ
勺
．
Ｔ
ち
ゞ

ｚ
ｏ
も
（
揚
胃
ｅ
弓
怠
囹
ｌ
闇
ら
（
宗
教
改
革
畔
代
に

於
け
る
欧
洲
の
産
業
壯
態
Ｉ
亜
米
利
加
經
濟
雑
誌
擁
四
十

九
巻
擁
一
號
及
節
二
號
）
辛
腸
正
・
義

「
自
由
と
産
業
と
の
川
に
は
必
然
的
な
關
係
が
あ
る
」
と
云

ふ
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ッ
ク
ヴ
イ
ル
の
言
莱
を
同
頭
に
し
て

中
世
經
濟
史
の
椛
威
者
で
あ
る
ネ
フ
（
シ
カ
・
コ
大
準
教
授
）
は
十

二
・
三
世
紀
の
欧
洲
と
十
四
・
五
世
紀
の
欧
洲
と
を
對
比
し
て

共
雨
者
の
机
迩
の
大
き
な
鮎
を
産
業
の
發
逹
に
求
め
て
ゐ
る
・

そ
し
て
粂
章
を
五
節
に
分
ち
、
第
一
節
に
は
産
業
膨
脹
の
晦
期

と
し
て
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
池
籾
し
て
ダ
ヴ
イ
ン
チ
、
デ
ュ
ー

ラ
、
エ
ラ
ス
ム
ス
が
そ
の
生
涯
を
雑
へ
る
頃
に
は
厭
洲
は
蛾
早

西
洋
史
學
研
究
含

､
ノ
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八 首 葺 壽 弐 三 唾 叩 濤 洋 時 禮 戸 ‘ 庁 騰 八 雲 一 ● 。 八 母 戸 一 妬 ” 雲

詳 言 ｓ 懲 藍 滞 戦 《 君 丙 旧 丙 諄 門 戸 謹 戸 言 智 Ｕ ご 時 制

嘉 言 豐 畔 時 今 一 口 膳 欝 ・ 汁 与 涛 汁 行 再 讃 琴 汁 悪 舛 艤

ｓ 作 讓 蛍 鶚 霞 蛎 ） で 詩 三 ｕ ひ 八 両 も 八 苣 繁 Ｓ ・ 塾 ｒ 悌

誉 再 時 鶚 ｒ 器 再 ず 戦 咋 蒋 ｓ 脚 寺 八 号 酷 時 。 部 言 バ ー ジ

繋 坤 撫 寺 八 蝋 、 ご 嘩 浄 部 。 ｊ 蒸 弗 が 副 〆 母 Ｆ ・ む ・

時 早 里 か ． ８ 号 》 〈 顧 胤 母 夷 壕 駕 ・ 燕 雪 が Ａ ｌ 毒 汁 蝋

苦 労 Ｆ ・ や 童 石 留 〆 縢 龍 ご “ ｓ 伽 崔 戸 濯 。 、 産 ・ 鯨

汁 洪 八 共 兼 去 職 叩 肇 戸 悪 ‐ 一 ， 電 嘩 苦 敵 誌 義 犠 ｓ 言 鴬 潅

寸 炉 濤 刈 電 冨 汁 へ 塗 も ｓ 農 Ｈ 汁 ・ 潅 辱 ・ 三 川 篭 ・ 言 悌

作 幸 鴦 真 中 室 Ｓ １ 頁 亨 潅 、 存 Ⅱ 舜 、 マ 匿 が ｓ 雲 Ⅲ 罵 蚕 戸

寺 垂 呂 、 、 冒 医 梢 ヰ パ 降 謹 弧 か 計 黙 謨 掛 万 雲 望 諺 蝋

Ｉ が 舜 踊 昔 騨 再 浄 戸 野 口 万 万 ． 時 こ そ 繁 差 再 万 需 雪 母

諾 僻 》 捧 軸 》 謂 融 》 小 蓉 》 》 却 罐 跨 雲 》 嘩 辨 挿 評 押 癖

６ 雲 ８ 幕 簿 弓 八 雲 ・ 封 驚 、 測 貯 尋 礁 計 両 義 佇 震 詩 八

八 雪 詳 吟 涛 卦 号 雲 斗 芹 逗 照 固 か 鳶 戟 齢 崖 ， 舌 雪 Ｈ 患 ご

再 計 呼 呼 緯 吟 餌 弓 側 ． ｓ 時 ］ ’ ． ． 鴬 。 ｓ 童 ｓ 濤 戸 戸 蛎 Ｈ Ａ

蝦 至 》 舜 祠 ‐ ／ が 。 鷲 》 除 罵 序 言 涛 諜 識 降 ‐ 一 ‐ 誌 炉 岳 劃 鳶

〈 涛 行 傘 ｓ 諜 号 三 嶋 菫 １ Ｊ 再 涛 山 逗 も 隣 が １ 時 ｘ 浄 轆

Ｓ 祠 八 琵 誤 筆 ． 〈 ， 鶚 哉 戸 Ａ ｕ 毒 ” 麓 ｓ 雲 戸 ・ 叡 崖 僻 募 寓

言 院 ご 傘 司 鴬 八 ｄ 剤 再 昏 巡 Ｓ 謹 熟 芽 言 篭 哉 濤 Ｊ 室 拙

啓 も 呼 僖 Ｓ Ｓ 欝 巡 ご 堂 ． 邸 ぐ 鴬 諾 黙 珠 ぐ “ 三 や 、 Ｆ Ａ 農 》 ↑ 、
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ｒ
’
’
’
１
１

’

、

G

I

勺
画
巳
ｍ
尋
の
９
〕
両
国
島
国
員
日
興
口
口
胃
ぐ
厨
ロ
ロ
画
日

田
顔
．
（
弓
胃
シ
日
日
．
国
〕
黒
．
閃
①
乱
⑦
君
．
ご
巳
．
×
厚
昌
．

（
石
造
）
ｚ
ｏ
．
②
（
毎
頁
・
）
ロ
ロ
認
○
Ｉ
器
己
（
維
納
に
於

け
る
エ
ー
リ
ヒ
・
ポ
ル
マ
ン
ー
亜
米
利
加
史
學
靴
総
節
四

十
六
巻
錐
三
雑
）
‘
辛
腸
放
義

苫
迦
ア
メ
リ
カ
が
欧
洲
の
政
治
界
並
び
に
外
交
界
に
形
靭
を

及
ぼ
し
た
と
老
へ
ら
れ
る
の
は
勿
論
一
八
二
三
年
の
モ
ン
ロ
ー

立
言
で
あ
る
。
し
か
し
佛
蘭
西
革
命
に
及
ぼ
し
た
ア
メ
リ
カ
獅

立
、
維
納
竹
談
後
に
於
け
る
そ
の
態
度
等
注
日
す
参
へ
き
も
の
で

あ
ら
う
。
前
者
即
ち
佛
華
命
へ
の
影
辨
に
就
い
て
は
既
に
幾
多

の
諭
若
謎
述
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
後
悲
に
棚
し
て
は
比
較
的

◇

少
い
と
洲
は
ね
ば
な
ら
な
・
い
・
、
維
納
愈
砿
は
本
來
が
蒋
大
陸
自

髄
の
問
池
に
風
し
て
新
大
陸
の
干
渉
す
亭
へ
き
所
で
は
な
か
っ
た

し
、
又
ア
メ
リ
カ
は
符
昨
パ
サ
マ
コ
デ
イ
海
事
件
及
ヌ
ー
ト
ヵ

海
峡
問
題
に
深
い
肌
心
を
右
し
て
ゐ
た
し
、
そ
の
上
維
納
リ
シ
・

ノ
ン
ト
ン
川
に
は
未
だ
正
規
の
外
交
的
な
脈
脂
が
あ
っ
た
課
で
も

な
い
。
こ
の
Ⅲ
に
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
代
表
し
て
維
納
に
赴
い

た
の
は
ボ
ル
↓
、
ン
（
］
ロ
切
目
め
同
国
ｏ
回
国
○
冒
旨
色
目
口
）
で
あ
る
。

排
て
ラ
フ
ア
イ
ェ
ッ
ト
を
救
援
し
エ
ク
ス
・
バ
ル
那
件
の
發
起

人
で
あ
り
、
商
人
に
し
て
、
經
濟
人
、
化
學
者
に
し
て
将
學
者

而
も
俗
務
の
人
で
あ
る
。
そ
の
生
れ
は
渦
逸
で
、
一
七
九
五
年

梨
報

と
注
月
と
を
典
へ
る
こ
と
を
疑
は
な
い
。

４
Ⅱ
！
■
釦
！

一
六
○

以
来
ア
メ
リ
カ
に
住
し
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
商
伽
を
雄
没
し

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
を
池
し
て
マ
ヂ
ソ

ン
、
ジ
エ
フ
ア
ー
ー
ス
ン
等
と
知
合
っ
た
。
か
く
て
↓
、
ヂ
ソ
ン
は

彼
を
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
弧
郡
と
し
、
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
の
辿

商
常
と
し
て
二
菰
の
職
務
に
就
か
し
め
た
。
し
か
し
献
洲
に
峨

伽
が
披
大
す
る
と
共
に
彼
も
悲
迦
に
際
介
し
て
一
八
○
三
年
破

産
せ
ざ
る
を
将
な
か
っ
た
。
化
學
業
を
刺
め
た
り
、
迩
花
を
池

つ
た
り
、
蒸
黙
の
ボ
ー
ト
を
池
つ
た
り
し
た
の
は
此
畭
で
あ
る
。

も
つ
と
必
要
な
の
は
經
濟
上
の
流
藩
に
よ
っ
て
ペ
ー
リ
ン
グ
や

大
統
柧
マ
ヂ
ソ
ン
に
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
”
ろ
郡
か
ら
ジ
ェ
フ
ア
ー
ス
ン
が
彼
を
献
洲
に
汲
辿
す
る

こ
と
Ｌ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
維
納
で
キ
ア
ス
ル
リ
ー
に

而
倉
し
、
又
獅
逸
浪
漫
汲
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル

ア
ー
ダ
ム
・
ミ
ユ
ー
ラ
ー
、
ピ
ラ
ー
ト
、
ヴ
ア
ル
ン
ハ
ー
ゲ
ン

。
フ
ォ
ン
・
エ
ン
ゼ
等
に
も
彼
の
影
靭
は
弧
い
。
政
治
上
で
は

ス
タ
デ
ィ
ォ
ン
伯
の
備
弧
を
将
、
ビ
ュ
ー
ロ
ウ
も
彼
を
従
識
し

て
ゐ
ゅ
。
彼
は
キ
ァ
ス
ル
リ
ー
に
は
失
望
さ
れ
た
が
、
タ
レ
ー

ラ
ン
、
フ
ム
ポ
ル
ト
、
ハ
ル
デ
ン
、
ヘ
ル
ヒ
、
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
等

に
は
注
Ⅱ
す
参
へ
き
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
。
こ
れ
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
ア
メ
リ
カ
と
の
迦
商
上
の
關
係
に
大
き
な
影
靭
を

典
へ
た
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
ポ
ル
マ
ン
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
於
け
る
交
渉
の
成
功
は
フ
ォ
ン
・
レ
ー
デ
ラ
ー
伯
の

紐
育
汲
進
と
な
っ
て
魂
は
れ
た
。
“
一
八
二
五
年
に
は
レ
ー
デ
ラ

’
q

１
１ 、

’
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I①

｜

Ｌ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ⅱ
，
－
ｋ
卜
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
■
■
■
戸
１
■
■
■
■
■
■
■
■
毎

流
者
團
啓
８
口
は
ま
づ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
浬
動
に
つ
い
て
次

の
如
く
岡
弧
す
る
。
即
ち
十
六
世
紀
の
プ
ロ
｜
雪
ハ
ダ
ン
ト
迩
醐

は
口
○
計
○
口
々
閉
口
月
の
巳
命
員
四
頁
Ｏ
ｇ
ｍ
ｍ
ｇ
ｓ
ｍ
言
蔚
’

ぬ
Ｈ
、
〔
一
○
口
〕
ワ
ロ
舜
鼬
〕
の
○
ヶ
①
○
角
屋
い
⑦
○
局
四
口
一
口
一
計
一
Ｐ
目
・
ユ
ー
ぐ
⑦
吋
砲
の
ロ
○
①

と
し
て
狐
祭
さ
る
・
へ
き
で
あ
り
、
し
か
も
同
咋
に
そ
れ
は
一
つ

□

て
祁
然
た
る
統
一
催
を
な
す
も
の
で
は
な
く
し
て
、
仙
為
捌
立

の
諾
巡
動
よ
り
榊
成
さ
れ
た
核
合
催
で
あ
る
こ
と
が
記
憶
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
。
◆

か
や
う
に
多
和
多
様
な
諾
通
勤
の
棋
合
慨
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
棚
い
か
な
る
通
勤
が
左
翼
と
呼
ば
れ
る
の
だ
ら
う
か
。
諭
者

は
弓
苛
①
庁
［
庁
Ｊ
昌
己
胴
』
の
８
貝
５
○
ｍ
⑦
Ｑ
２
，
昏
○
の
の
ぎ
古
○

め
⑦
で
画
『
勤
弄
⑦
匡
○
ゴ
ロ
『
○
ず
陰
画
口
吻
【
ぬ
庁
①
鼬
．
皇
『
⑦
」
○
○
斤
①
Ｑ
《
ず
⑦
○
一
罫
『
芦

胃
日
冒
日
胃
蔚
厨
旦
愚
陸
哩
○
口
．
弓
胃
の
⑦
喝
○
三
〕
印
胃
⑥

錐
報

一
八
六
二
、
一
八
六
七
、
一
八
八
七
、
一
九
○
一
、
一
九
一

二
、
一
九
一
二
〈
、
一
九
三
七
と
老
へ
ら
れ
る
。
か
う
し
た
数
準

的
緋
算
か
ら
も
二
面
七
十
五
年
の
年
代
的
差
典
が
鯉
め
ら
れ
る

と
す
る
の
で
あ
る
や
（
年
代
数
字
は
何
れ
も
紀
元
前
）

詞
○
置
口
Ｑ
国
．
国
昌
８
口
望
弓
ヨ
の
Ｆ
①
津
呈
量
己
瞬
○
南
号
①

詞
亀
○
間
目
鼻
５
口
．
ヘ
目
］
①
］
○
戸
胃
ロ
呉
９
両
堅
狩
さ
『
］
・
ニ
ヴ
ー
．

×
×
胃
．
鈩
冒
．
お
全
専
ｚ
○
・
画
〉
ロ
ロ
圃
心
Ｉ
上
隠
）

家
数
改
革
の
左
翼

I

本
多

IIq

郎

’

’
一
一
〈
一
一

○
○
割
〕
昌
旦
○
コ
一
貿
○
口
斤
ゴ
①
胃
①
津
角
｝
い
○
弓
く
岸
ゴ
尻
⑦
い
ぬ
『
Ｑ
庁
○
○
霊
屋
『
Ｉ

９
Ｏ
Ｈ
恩
．
】
の
鼻
５
コ
・
的
酌
。
日
日
①
口
厨
Ｐ
ｐ
Ｑ
ｑ
①
＆
の
．
と
述
一
へ

■
●

て
、
そ
の
性
桁
を
規
律
し
、
更
に
ｇ
、
『
画
冒
の
ロ
鯨
四
四
哩
再
ｈ

Ｆ
匡
昏
の
『
〕
シ
ロ
哩
苛
画
目
Ｉ
Ｆ
①
津
Ⅱ
国
争
『
旨
い
戸
○
挫
く
旨
曾
Ｐ
ご
Ｐ
ｌ

ず
い
己
庁
厨
冨
Ｊ
Ｊ
Ｃ
ゴ
ロ
境
。
罫
○
門
狗
Ｐ
ｐ
溺
胃
二
○
口
帥
同
画
一
の
Ｃ
Ｏ
己
巴
の
罫
口
司
Ｉ

ｐ
Ｇ

ｏ
ゴ
２
１
℃
忌
め
ず
琶
蔚
『
旨
ロ
四
口
Ｑ
○
自
侭
『
⑦
頓
呉
５
口
巳
。
ず
こ
月
罫
＄

ｊ
ｊ
号
。
日
ロ
①
”
弓
同
旨
冒
爵
ロ
ー
シ
コ
啓
‐
弓
『
冒
冒
司
冒
ｐ
－
Ｉ
ｊ

巨
冒
Ｏ
ｐ
Ｏ
由
汁
汀
⑦
○
ず
匡
月
ゴ
胃
〆
声
の
冨
冨
酌
Ｆ
皀
牙
⑦
『
昌
勗
》

り
ぐ
冒
甦
冒
吊
ゞ
。
“
言
昌
討
蔚
画
口
Ｑ
Ｐ
烏
言
目
ｍ
Ｉ
Ｐ
ｐ
号
も
‐

言
の
厨
Ｐ
ロ
ロ
○
農
①
『
８
旨
日
廷
引
呉
○
『
日
①
別
と
典
慨
的
な
分

類
を
行
っ
て
ゐ
る
Ｃ

し
か
ら
ば
左
翼
と
總
括
さ
れ
る
特
徴
的
な
思
想
内
容
は
い
か

な
る
性
桁
を
示
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。

ま
・
つ
錐
一
に
噸
ら
る
会
へ
き
も
の
は
倫
理
的
方
面
で
あ
る
。
彼

蝶
は
・
門
而
的
艸
心
や
滋
徳
的
稗
行
を
純
度
に
飯
脱
し
、
あ
ら
ゆ

る
外
而
的
．
形
式
的
永
激
を
浦
く
拒
否
し
、
ル
タ
ー
波
を
側
し

て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
逃
鋲
と
こ
ろ
が
な
い
と
雛
誌
す
る
。
次
に
は

。
寄
厨
冒
口
勺
乱
ｇ
ご
負
、
日
の
伽
向
が
若
し
く
、
・
ハ
イ
プ
ル
に

の
み
椛
威
を
認
め
、
そ
の
甘
口
①
『
芝
。
己
を
汲
み
と
ら
ぅ
と
し

て
祁
秘
主
義
的
色
彩
を
漉
呼
に
し
、
Ｆ
巨
吾
の
『
》
国
言
旨
警
ゞ

○
画
言
目
を
媚
し
て
呼
胃
畠
頚
の
一
⑦
胃
蔚
凶
と
呼
び
、
○
言
①
『

乏
○
己
に
拘
泥
す
る
も
の
と
し
て
非
難
す
る
。
擁
三
の
時
微
と

し
て
注
Ｈ
せ
ら
る
。
へ
き
も
の
は
肝
○
冒
８
一
○
唄
旦
に
鋤
す
る
瓢

ｂ
■
■
Ｅ
■
■
Ｒ
Ｉ
ｋ
Ｂ
■
日
１
１
，
１
‐
！
’
、
卜
－
■
■
巳
ｐ
Ｒ
ｂ
ｌ
■
Ｒ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
■
恥
Ｉ
ｈ
■
■
、
■
ｒ
■
■
Ｆ
１
■
Ｐ
ｌ
６
６
Ｂ
０
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｂ

’ I



，
ｊ
■
■
■
■
■
ｐ
Ｆ
ｒ
ｈ
■
Ｉ
■
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
‐
Ⅱ
ｈ
Ｉ
ｌ
１
ｊ
ｑ
ｂ
Ｌ
ｒ
■
ｐ
１
■
■
■
■
■
■
削
凶
。
■
■
ｑ
■
ａ
■
１
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
可
１
１
０
１
■
■
ｑ
０
Ｆ
ｊ
■
■
■
■
■
■
。
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
Ⅱ
‘
Ｉ
的
ｌ
Ⅱ
ｌ
舵
，
ｌ
Ⅲ

蒋
な
感
孔
で
あ
る
。
，

朧
糯
な
意
味
に
於
て
は
、
①
の
。
言
ぎ
ぎ
喝
と
『
里
。
『
自
営
○
口

●

と
は
理
諭
的
に
は
机
矛
附
す
る
も
の
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等

に
は
か
上
る
論
拠
的
矛
府
は
峻
烈
に
は
感
ぜ
ら
れ
ず
、
寧
ろ
打

力
な
狸
脚
と
し
て
⑦
⑳
。
言
８
］
品
理
が
援
川
さ
れ
る
結
果
と
な

。
■
■
Ｉ
、
１
ｌ
ｊ
Ｇ
・
Ｅ
Ｅ
１
迫

っ
た
。
こ
れ
と
共
に
画
昌
評
Ⅱ
旨
厨
房
ｏ
冨
画
房
日
の
何
袖
力
珊

れ
て
刺
學
的
思
索
を
疎
外
す
る
に
至
る
。
併
し
他
方
祁
躍
的
辿

汲
汲
は
一
純
の
シ
昌
了
目
吋
冒
岸
胃
旨
昌
の
旨
に
赴
い
た
こ
と
も

兄
遁
せ
な
い
・
蛾
後
に
彼
等
は
敬
称
と
剛
球
と
の
分
離
を
嬰
求

し
た
。
即
ち
宗
教
の
潤
自
的
自
律
桃
を
主
張
し
、
カ
イ
ザ
ー

と
川
を
あ
く
ま
重
一
元
的
に
老
へ
て
、
俗
界
と
教
御
と
の
況
桁

。
ｊ

を
弊
戒
す
る
。
疵
禽
生
派
に
鋤
し
て
は
彼
等
は
成
朧
旨
。
ｇ
Ｉ

君
○
門
丘
毎
回
の
８
口
。
』
吻
日
を
迩
守
せ
ん
と
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ

●
■

ク
の
や
つ
な
冒
○
目
白
の
ご
Ｑ
の
ｇ
は
卵
否
し
た
。
こ
れ
と
共
に

皆
〕
号
号
爵
行
の
に
於
け
る
共
産
主
義
が
わ
れ
わ
れ
の
特
殊
な

關
心
を
誰
か
ず
に
は
を
か
な
い
。

以
上
左
現
の
主
喚
な
思
想
伽
向
が
腓
川
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
か
坐
る
左
魂
研
究
の
怠
誰
は
ど
こ
に
存
す
る
の

だ
ら
う
か
。

山
來
左
魂
の
研
究
は
雁
史
家
に
よ
っ
て
蛙
ら
く
剛
却
さ
れ
て

來
た
。
し
か
し
な
が
ら
雌
近
に
至
っ
て
ル
タ
ー
派
及
び
カ
ル
ヴ

イ
ン
派
の
雁
史
家
に
よ
る
研
究
が
嘘
に
な
っ
て
来
た
。
そ
れ
に

彼
等
が
彼
等
自
身
の
通
勤
を
理
解
す
舅
守
蛎
に
は
、
そ
れ
に
對
立

Ｌ

Ｆ

』

）

１
・
Ａ

Ｊ
糾
伽
珊

I

す
る
潮
流
の
蝿
解
を
ぬ
き
に
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
郡

▽

を
慨
る
に
索
つ
た
が
鯛
で
勘
↓
る
ｃ
し
か
し
な
が
ら
緩
号
８
①
『

円
⑦
口
の
○
口
｛
○
門
、
⑦
⑦
弄
骨
ロ
銅
庁
○
厘
口
Ｑ
⑦
『
鴛
脚
口
旦
雪
〕
①
一
①
淨
二
ぐ
岸
型
垣
》

悼
口
目
〕
》
『
〕
届
旦
鰻
同
ジ
①
ロ
汁
．
厨
幹
ゴ
色
奇
』
】
の
Ｈ
①
昇
署
①
。
陰
口
旦
蔚
、
○
ど
の
列

●○
口
①
巳
ロ
①
画
門
口
○
口
い
○
［
ず
⑦
Ｈ
伽
舜
。
‐
庁
彦
の
い
む
胃
冒
営
』
画
国
○
毎
回
く
い
ぬ
①

ウ
禺
乏
閉
口
Ｑ
円
日
の
目
ぐ
四
コ
Ｑ
岳
の
・
・
言
⑦
昇
喜
．
旨
。
①
門
ｇ
Ｐ
ａ
『

旨
農
の
の
寓
蔚
①
ロ
．
吾
。
①
口
冒
司
ぐ
鈩
口
画
ご
画
冒
】
印
ｇ
Ｐ
ｐ
Ｑ
『
⑦
旨
蔚
Ｑ

△

ご
営
○
ぐ
⑦
口
巨
の
ロ
計
の
”
富
①
Ｈ
①
望
】
Ｈ
Ｏ
ｐ
四
ゴ
ー
〕
の
ロ
ロ
ロ
『
①
的
切
①
ｐ
画
口
旦
。
①
Ｉ

剣
①
『
ぬ
覗
曽
ロ
門
巴
の
の
口
苛
ゴ
里
『
ケ
①
ｐ
Ｑ
釦
』
君
扉
①
『
⑦
ｐ
切
言
同
口
哩
ｐ
ｐ
ｑ

】
ロ
《
ず
①
の
①
ぐ
の
ロ
庁
①
の
冒
庁
ゴ
○
①
ご
計
ご
『
く
ぼ
弓
⑦
め
っ
弓
扁
色
色
』
ユ
の
叩
○
の
口
ｌ

由

合
口
厨
負
号
の
庁
津
急
言
い
唱
冒
①
。
Ｐ
冨
吋
目
目
⑦
日

蓉
Ｏ
芸
○
匡
画
ロ
ｇ
ａ
ｇ
①
く
①
ロ
日
○
３
号
画
ロ
ー
昂
の
の
冨
匡
尉
冨
９

号
ロ
『
号
８
苛
め
三
○
口
島
①
蔚
日
で
①
『
具
向
。
唱
哩
目
Ｑ
山
口
Ｑ

シ
ョ
２
８
．
と
耐
じ
て
、
そ
の
秋
抑
的
耐
朧
を
主
腿
す
る
。

云
は
ご
求
敦
改
雅
以
降
求
敏
史
の
舞
楽
は
漸
次
Ⅶ
方
に
移
り

し
か
も
閥
方
に
於
け
る
永
救
１
英
米
人
の
黙
硬
に
掴
介
し
た
Ｉ

は
所
州
左
覗
と
も
い
は
る
筆
へ
き
性
桁
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
が
傲
想
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
悲
し
い
起
源
を
家
救
改

加
に
求
め
る
こ
と
に
於
て
そ
の
特
性
を
把
握
し
、
ひ
い
て
ド
イ

ツ
と
西
方
粘
刷
と
の
机
述
を
肌
か
な
ら
し
め
よ
う
と
窓
川
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。

ｌ
Ｉ
ｊ
ｑ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｆ
１
Ｊ二

一
、
《
凸
ニ

ー
ュ
／
一
二



’」
１
日
８
０
‐
Ｐ
１
１
‐
，
‐
１
１
．
０
，
，
‐
Ｉ
Ｉ
Ｐ
１
１
，
１
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｂ
■
■
Ｖ
ト
ー
ト
ｂ
‐
■
■
■
■
■
■
１
１
日
１
１
４
■
■
■
１
１
１
１
川
凶

難
報

東
洋
史
研
究
會
（
第
二
回
）

一
、
日
昨
昭
和
十
六
年
十
二
Ⅱ
八
日
（
認
許
嘩
畔
幟
）

一
、
場
所
擁
二
畢
生
築
愈
所

一
、
出
席
者
砿
松
致
投
、
側
加
川
敏
技
、
日
野
助
激
授
、
岸

川
剛
手
外
畢
生
凹
狛

一
、
研
究
發
表

１
、
元
史
速
不
蕊
仰
に
就
て
腸
尼
敏
雄

２
，
滴
代
の
物
価
（
主
と
し
て
米
仙
）
に
就
て
江
脇
稀
雄

３
、
遼
の
大
汕
の
遼
束
維
略
に
就
て
日
野
助
救
授

辣
亜
雄
健
な
る
米
英
準
滅
の
立
峨
の
大
拙
を
辞
し
、
世
界
史
の

大
郷
換
、
新
秩
序
へ
の
節
一
歩
が
我
が
剛
に
よ
っ
て
進
Ｌ
く
踏

み
出
さ
れ
た
記
念
す
金
へ
き
十
二
月
八
日
に
、
湖
き
上
る
国
民
的

感
激
を
湛
え
な
が
ら
奇
し
く
も
錐
二
川
束
洋
史
研
究
竹
を
催
し

た
こ
と
は
、
私
逵
東
洋
史
研
究
に
従
ふ
者
に
と
っ
て
誠
に
意
義

深
い
事
で
あ
っ
た
と
忠
ふ
。
其
の
後
に
蝶
げ
ら
れ
た
赫
を
た
る

職
果
に
即
胆
す
る
如
く
、
此
の
束
洋
史
研
究
称
か
ら
も
輝
か
し

い
成
果
を
生
み
出
す
様
に
協
力
し
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
（
江
陽
記
）

國
史
學
倉

十
二
月
十
七
日

●

午
後
一
時
よ
り
鑛
二
羅
生
集
森
所
に
於
て
本
年
度
卒
業
生
杉

本
祓
喬
、
阿
部
光
章
雨
氏
の
術
丈
發
表
愈
を
行
ふ
・
論
文
題
目

『

一
六
四

左
の
如
Ｌ
・

淨
土
数
成
立
の
一
考
楽
阿
部
光
牽
氏

大
阪
江
戸
川
の
海
巡
杉
本
祓
裾
氏

發
表
後
蛙
沼
、
竹
岡
雨
教
授
の
批
評
並
に
杉
本
、
阿
部
函
氏
の

感
想
發
表
な
ど
あ
り
四
時
過
ぎ
盛
況
挫
に
散
愈
す
。

一
月
十
七
日

折
か
ら
の
快
哺
に
悪
ま
れ
鏡
山
諦
師
指
導
の
下
に
筑
後
車
野

丈
番
凡
學
ハ
イ
ク
を
行
ふ
。
参
加
者
十
数
名
、
九
鐡
碓
車
に
よ

り
久
留
米
に
到
り
、
更
に
バ
ス
に
推
ら
れ
る
郡
約
廿
分
草
野
に

到
茄
、
先
ず
同
村
古
刹
専
念
寺
（
俗
に
九
州
日
光
と
云
ふ
）
に

図
喪
阿
蝿
陀
像
を
秤
兄
、
等
身
大
の
本
尊
は
藤
歴
末
期
の
優
雌

さ
を
現
し
見
る
者
を
し
て
欣
快
の
念
を
樫
し
め
又
同
本
錐
の
絢

燗
眼
を
奪
ひ
明
治
中
期
の
建
立
に
か
坐
る
と
は
錐
黄
金
造
ま
ば

ゆ
き
ば
か
り
な
る
佛
共
凹
盤
の
華
美
な
る
宇
治
の
凪
風
堂
も
か

く
ば
か
り
と
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
。
塊
を
一
に
す
る
弧

佐
乃
雄
抑
批
に
詣
れ
ば
梶
の
紬
作
り
七
並
の
升
組
な
ど
さ
す
が

筑
後
の
宮
大
工
等
が
梓
を
蒐
め
想
を
こ
ら
し
た
る
名
残
を
物
佛

た
ら
し
め
る
も
の
あ
り
。
更
に
歩
を
草
野
氏
の
居
城
發
心
山
城

趾
に
す
上
め
延
為
と
し
て
流
れ
Ｐ
上
筑
後
附
發
の
古
を
語
る
銚

後
川
を
は
る
か
に
見
下
し
つ
奥
想
を
そ
の
か
み
に
い
た
す
郡
一

刻
、
鏡
山
識
師
の
微
待
に
よ
る
白
米
の
飯
盆
炊
餐
に
久
Ｌ
狼
リ

都
の
櫛
恢
を
は
ら
し
槻
は
ま
だ
な
が
ら
小
赤
日
和
の
暖
さ
に
賄

蕩
の
一
刻
を
幕
し
た
。
更
に
山
を
下
っ
て
同
町
矢
野
氏
の
邸
に

I

Ｉ
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’
到
り
古
祇
を
見
學
℃
同
町
郵
便
脳
挺
鏡
山
氏
所
減
中
の
草
野
丈

番
六
巻
其
他
同
地
方
出
土
鏡
、
勾
王
石
器
等
参
狐
す
、
同
文
譜

の
一
部
は
筑
後
国
史
並
に
祁
岡
縣
養
料
巻
三
に
收
鋒
さ
れ
た
る

も
の
で
主
と
し
て
鎌
倉
Ｉ
室
町
昨
代
同
氏
の
祇
動
を
窺
ふ
に
批

正
な
る
も
の
で
あ
る
。

日
凹
に
傾
か
ん
と
す
る
迄
同
丈
番
閲
噛
に
興
じ
て
後
押
び
バ

ス
を
か
つ
て
久
留
米
に
至
り
同
地
に
解
散
、
希
望
老
を
蒐
め
て

更
に
同
地
水
鏡
天
滿
窩
並
に
日
岳
古
城
を
兄
醸
す
、
壁
而
に
刻
～

せ
ら
れ
た
方
凹
の
岡
様
に
此
の
地
方
に
艇
為
見
出
す
装
飾
古
城

の
一
端
を
察
す
る
を
得
た
。
日
く
れ
て
入
り
日
中
天
に
淡
き
頃

筑
紫
路
の
夜
寒
を
み
に
し
み
つ
Ｌ
打
辿
れ
て
蹄
畢
す
。

二
月
汁
五
日

鈍
山
排
師
獅
度
御
雌
召
の
た
め
擁
六
油
智
室
に
於
て
湫
進
竹

を
鵬
行
す
、
憂
沼
竹
岡
雨
救
投
を
始
め
在
學
卒
業
生
等
十
六
名

参
雄
同
講
師
の
壯
途
を
敬
脱
し
た
。
剛
史
単
令
で
は
先
に
本
年

庇
卒
業
生
川
村
阿
部
雨
氏
を
更
に
栴
坂
先
推
を
送
り
今
又
鏡
山

誰
椰
を
送
る
。
醜
に
郡
鍵
以
来
出
征
脳
福
者
は
十
数
氏
を
数
へ

剛
家
の
干
城
と
し
て
前
線
に
或
は
内
地
に
派
蹄
さ
れ
つ
上
あ
る

今
日
更
に
斯
等
先
飛
が
日
頃
研
解
慨
栂
し
た
幽
家
粘
祁
を
卒
先

窮
行
以
て
御
奉
公
至
す
べ
き
機
を
将
ら
れ
し
郡
に
鋤
し
て
は
沌

腔
の
祀
意
と
感
謝
の
念
を
併
せ
以
て
そ
の
御
武
迩
踵
久
を
祇
る

次
箙
で
あ
る
。

ノ

●
Ｐ
凸
豆

吋
眼

一
ら

雑

1

術
本
桝
所
收
の
術
文
中
、
執
錐
者
鏡
山
添
識
師
、
岸
川
勉
剛

手
共
に
入
隊
さ
れ
、
梨
報
柵
推
任
の
各
位
に
は
夫
為
の
井
支
へ

が
あ
つ
て
わ
校
正
共
の
他
に
不
伽
の
鮎
が
多
く
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
就
い
て
は
厚
く
御
詑
び
申
上
ま
す
。

（
辛
腸
敢
義
）

一
、
銃
山
講
師
送
別
含
鏡
山
講
師
将
度
の
光
榮
あ
る
○
○

○
祁
隊
へ
入
隊
に
つ
き
閏
史
東
洋
史
西
洋
史
各
學
含
合
同
に
て

二
月
二
十
六
日
市
内
對
馬
小
路
魚
絲
に
於
て
送
別
倉
を
開
催
洲

係
各
教
悔
の
他
法
科
、
文
科
よ
り
も
諸
教
官
の
御
出
旅
を
柵
て

雄
大
で
あ
っ
た
。

一
、
凹
史
畢
介
近
況
先
飛
栴
垣
元
吉
氏
は
○
○
部
隊
に
入

符
、
川
村
剛
手
は
土
浦
海
軍
航
空
隊
に
文
官
教
官
と
し
て
研
究

室
を
僻
し
鹿
兄
心
商
船
畢
校
の
江
口
幸
雄
氏
は
今
般
美
學
研
究

室
に
捌
務
し
て
史
畢
介
に
雑
力
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